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る
。 衆
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院
議
員
茜
ケ

久
保
重
光
君
提
出
岩
本
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す 
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衆
議
院
議
員
茜
ヶ
久
保
重
光
君
提
出
岩
本
ダ
ム
建
設
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

利
根
川
の
治
水
計
画
は
、
八
斗
島
地
点
に
お
け
る
基
本
高
水
流
量
を
毎
秒
一
七
、
〇
〇
〇
立
方
米
と
し
、
こ
の 

う
ち
毎
秒
三
、
〇
〇
〇
立
方
米
を
上
流
ダ
ム
群
に
よ
り
調
節
し
、
毎
秒
一
四
、
〇
〇
〇
立
方
米
を
河
道
で
処
理
す
る 

こ
と
と
し
、
現
在
ま
で
に
藤
原
、
矢
木
沢
、
下
久
保
等
の
ダ
ム
の
建
設
を
実
施
す
る
と
と
も
に
下
流
河
道
改
修
を 

進
め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
基
本
高
水
流
量
は
戦
後
の
極
め
て
悪
条
件
の
も
と
に
算
定
し
、
昭
和
二
十 

四
年
に
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
洪
水
の
観
測
資
料
等
に
よ
り
、
こ
の
数
値
に
関
し
て
慎
重
な
検
討 

を
進
め
て
い
る
。 

現
在
ま
で
の
洪
水
解
析
の
結
果
及
び
流
域
開
発
の
進
展
に
よ
る
影
響
等
を
考
慮
す
る
と
き
、
基
本
高
水
流
量
の 

増
加
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
抜
本
的
な
治
水
対
策
の
た
め
に
は
、
利
根
川
上
流
部
に
さ
ら
に
相
当
な
貯 

水
容
量
を
も
つ
ダ
ム
群
を
建
設
し
、
洪
水
調
節
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 



的
に
説
明
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。 

集
等
の
域
を
出
て
い
な
い
の
で
、
岩
本
ダ
ム
等
に
つ
い
て
は
図
上
で
も
具
体
的
な
計
画
を
持
つ
に
い
た
つ
て
い
な 

い
。 こ

の
た
め
、
従
来
か
ら
利
根
川
の
水
文
解
析
等
の
調
査
を
行
な
つ
て
い
る
が
、
目
下
の
と
こ
ろ
水
文
資
料
の
収 

し
た
が
つ
て
、
御
質
問
の
建
設
予
定
地
そ
の
他
の
計
画
の
概
要
な
ら
び
に
水
没
対
策
に
関
し
て
は
、
現
在
具
体 

右
答
弁
す
る
。 
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